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 第１章 計画の策定にあたって           
 

１ 三沢市の概要 

 

 （１）地形・位置 

  三沢市は、本州の最北端である青森県の東南部に位置し、東は太平洋を臨み、

西は小川原湖を隔てて東北町、南は六戸町及びおいらせ町、北は六ケ所村に接

する、東西約１１㎞、南北約２５㎞、面積約１２０㎢の平坦地であり、通称三

沢台地とよばれる、海岸段丘上に発達した自然豊かな街です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ※「広ぼう」とは、幅と長さや広がりを表します。 

方位 経度・緯度 広ぼう 海抜 

最   東 東経１４１° ２５‘ 
東西１１㎞ 

最高 最低 

最   西 東経１４１° １８‘ ５７ｍ ０ｍ 

最   南 北緯 ４０° ４０‘ 
南北２５㎞ 

面積 

最   北 北緯 ４０° ５３‘ １１９．８７㎢ 
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 （２）気象 

  春から夏にかけては、海から陸に向かって吹く偏東風（ヤマセ）の影響で海

岸沿いの地域は冷気と濃霧に覆われる日が多いことと、冬は北国でありながら

降雪量が少なく、北西から吹く季節風のため晴天の日が多いのが特徴です。ま

た、梅雨明けが遅く、夏が短いのも特徴です。 

 

◇三沢市の気温                         【単位：℃】 

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

平均 -0.9 -0.2 2.6 9.4 13.9 15.9 22.7 19.8 18.3 12.4 6.4 0.3 

最高 8.7 11.6 13.4 22.8 29.7 27.2 36.4 30.5 29.2 24.4 20.7 10.7 

最低 -10.8 -7.9 -6.9 -2.0 5.2 7.0 16.0 13.7 6.1 3.4 -5.1 -7.1 

資料：平成２９年気象庁月別データ 

 

 （３）人口 

  少子・高齢化が進む中で、当市の人口も過去５年間の実績では減少傾向にあ

ります。他方、世帯数は微増傾向にあり、徐々に核家族化が進んでいます。近

年の人口減少の要因としては、自然動態（出生・死亡）及び社会動態（転入・

転出）ともに微減状況にあることが、人口減少の最大要因と考えられます。 

 

◇住民基本台帳人口及び世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市民課 
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 （４）産業 

  当市の産業別就業者数は、平成２７年で第一次産業が１，３４４人（６．８％）、

第二次産業が４，０７８人（２０．８％）、第三次産業が１３，２２５人（６

７．４％）、その他産業が９７８人（５．０％）となっており、就業者数全体

では、平成１７年の２０，７０８人に対し、平成２７年度では、１９，６２５

人と１０年間で１，０８３人減少しています。なお、主な特産物としては、農

作物では日本一の作付面積を誇る「ごぼう」をはじめ、「ながいも」「だいこ

ん」「にんじん」などがあります。また、水揚げの多い水産物としては「する

めいか」「ほっき貝」「さけ」「ひらめ」などがあります。 

 

◇産業別就業者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 
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２ 計画策定の背景及び主旨 

 

 （１）計画策定の背景 

  将来を見据えた街づくりを推進するうえで、環境問題は避けてとおることの

できない問題です。近年、従来の都市・生活型の公害に加え、生活排水による

河川の水質汚濁、ごみの排出量増大に伴う廃棄物処理、フロン排出によるオゾ

ン層の破壊や、これに伴う地球温暖化など、地球規模での環境問題が大きく取

り上げられています。このことから、私たち人間一人ひとりが加害者であり被

害者でもあるという、複雑に絡み合った現状を全ての人々が認識することが重

要になってきています。他方、より豊かな生活環境の実現に向けて、身近な自

然とのふれあいや快適環境の創造を求める市民のニーズも年々高まりをみせて

おります。このような時代背景を踏まえ、当市では、平成１１年１１月に「三

沢市環境基本条例」を施行するとともに、平成２０年３月には「三沢市環境基

本計画」を策定して各種環境施策を展開して参りました。しかしながら、この

計画が平成２９年度をもって期間満了となったこと、更には、平成３０年３月

に「第二次三沢市総合振興計画」が策定されたことから、これらの上位計画等

との整合性を図りつつ、新たに市、市民及び事業者の協働のもとに良好な環境

を保全していくための環境施策の基本方針となる「第２次三沢市環境基本計画」

を策定するものです。 

 

 （２）計画策定の主旨 

  当市は、洋々たる大海原と緑豊かな美しい大地、清らかな水、澄みわたる青

空など、豊かな自然の恩恵のもとで、先人の築き上げた歴史と文化遺産を受け

継いできました。このような優れた環境は、市民の共有の財産であるとともに、

心のふるさとでもあることから、適正な施策をもって守り、活かしていく必要

があります。また、環境は、生態系が微妙な均衡を保つことによって成り立っ

ているという認識のもと、環境を健全で恵み豊かなものとして維持し、市民が

健康で安全かつ文化的な生活を享受できる良好な環境を保全していくことが肝

要であります。しかしながら、現状では環境への配慮を欠いた物質的な豊かさ

や利便性の追求によって、自然破壊や環境汚染は、地域的なものから地球規模

へと拡大し、このまま推移すれば人類の生存基盤さえ脅かされることになりか

ねません。このようなことから、私たちは、あらゆる活動において環境に配慮

して行動することを決意し、当市の良好な環境を保全して参りたいと考えます。 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２章 計画の将来像 
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 第２章 計画の将来像                 
 

１ 三沢市が目指す環境の将来像 

 

 （１）将来像 

  良好な環境を保全・創造していくうえで、新たな認識のもと先人達が守り育

ててきた緑豊かな自然環境、歴史及び文化を将来に引き継ぐことは、現代を生

きる我々の責務であり、市、市民及び事業者がお互いに協働して未来に向けて

環境施策を総合的に推進していかなければなりません。このような考えから、

当市が目指す環境の将来像を次のように設定します。 

 

 

 

  三沢市が目指す環境の将来像を 
 

 

 

 

 

 

 
 

とします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手をたずさえ 未来につなごう 

自然と調和・共生する街 みさわ 
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 （２）基本目標 

  環境問題について、当市が取り組む施策等における市の役割や、市民及び事

業者が自主的に取り組む役割の基本的な考え方を示すものです。市、市民及び

事業者の協働により、当市が目指す環境の将来像「手をたずさえ 未来につな

ごう 自然と調和・共生する街 みさわ」を実現するため、次の４点を基本目

標として掲げます。 

 

 

 

 

 

   Ⅰ．安全で安心して暮らせる街づくり  
    大気、水環境を保全し、騒音・振動及び悪臭などを軽減させ、健康  

   で不安を感じることのない生活ができるよう「生活環境の保全」に努 

   めます。 

 

   Ⅱ．快適で心豊かに暮らせる街づくり  

    環境に配慮した街づくりを進め、住みよさを実感できるよう「快適 

環境の保全」に努めます。 

 

   Ⅲ．人と自然が共生する街づくり  
    自然が人々にもたらす心の安らぎなど、様々な恩恵を将来にわたり 

良好な状態で継承できるよう「自然環境の保全」に努めます。 

 

   Ⅳ．地球環境にやさしい街づくり  
    環境教育の普及啓発を図り、「大量生産・大量消費・大量廃棄」の 

社会経済システムから循環型社会へと移行するよう「地球環境の保全」 

に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基 本 目 標 
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 （３）計画の対象となる環境の範囲 

  本計画の対象となる環境の範囲は、基本目標ごとに次のとおりとします。ま

た、対象地域は、三沢市全域とします。 

 

 Ⅰ．安全で安心して暮らせる街づくり 

  大気環境、河川等水質、生活排水、地下水、騒音・振動、悪臭、公害苦情 

 

 Ⅱ．快適で心豊かに暮らせる街づくり 

  都市景観、上水道、環境美化 

 

 Ⅲ．人と自然が共生する街づくり 

  動植物、緑、水辺、農地、人と自然のふれあい 

 

 Ⅳ．地球環境にやさしい街づくり 

  廃棄物、地球温暖化、環境教育・環境学習 

 

 （４）計画期間 

  本計画の期間は、２０１９年４月から２０２９年３月までの１０年間とし、

社会情勢等の変化を踏まえ、必要に応じて、随時個別施策の改善を行います。 

 

計画期間 ２０１９年４月 ～ ２０２９年３月 

将 来 像 

（基本目標） 

          

個別施策 

（事務事業） 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

随時改善 随時改善 随時改善 随時改善 随時改善 
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 （５）計画（施策）体系 

 

 

手をたずさえ 未来につなごう 自然と調和・共生する街 みさわ 

基本目標 環境範囲 個別施策 

Ⅰ．安全で安心して暮ら

せる街づくり 

１ 大気環境 （１）大気環境の保全 

（２）事業所等の監視・調査 

（３）野焼き対策 

２ 河川等水質 （１）水質汚濁の監視・調査 

（２）事業所等の監視・調査 

３ 生活排水 （１）下水道整備 

（２）農業集落排水の加入促進 

（３）合併処理浄化槽の普及 

４ 地下水 （１）地下水の監視・調査 

５ 騒音・振動 （１）騒音発生の抑止対策 

（２）振動発生の抑止・対策 

６ 悪臭 （１）悪臭発生状況の監視・調査 

（２）事業所等の悪臭対策 

（３）家畜排泄物処理対策 

７ 公害苦情 （１）公害苦情の適正処理 

Ⅱ．快適で心豊かに暮ら

せる街づくり 

１ 都市景観 （１）公園管理 

２ 上水道 （１）良質な水道水の安定供給 

３ 環境美化 （１）不法投棄の監視・調査及び啓発活動 

（２）環境美化活動 

（３）花いっぱい運動 

Ⅲ．人と自然が共生する

街づくり 

１ 動植物 （１）希少動植物及び野生生物の生息地保全 

２ 緑 （１）緑地及び樹木の保全と創出 

３ 水辺 （１）水辺の保全 

４ 農地 （１）農地の保全と活用 

５ 人と自然のふれあい （１）人と自然のふれあいの場の整備 

（２）自然景観の保全 

（３）水浴場等の適正な保全 

Ⅳ．地球環境にやさしい

街づくり 

１ 廃棄物 （１）ごみの減量化とリサイクル 

２ 地球温暖化 （１）地球温暖化対策 

３ 環境教育・環境学習 （１）環境教育・環境学習の充実と推進 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３章 計画の推進体制及び進捗管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



９ 
 

 第３章 計画の推進体制及び進捗管理      
 

１ 計画の推進体制 

 

  本計画は、三沢市環境基本条例第７条第２項に基づくもので、当市の環境施 

 策における最も基本となる計画です。そのため関係法令等との整合性を図りな

がら、当市が抱える環境問題に対応することにより、「第二次三沢市総合振興

計画」を環境面から具現化していくものです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策推進 環境基本法（国） 環境基本計画（国） 

環境関連法令（国） 

青森県環境の保全及び
創造に関する基本条例 

施策推進 青森県環境基本計画 

三沢市環境基本条例 

反
映 

第２次三沢市環境基本計画 

施
策
推
進 

反
映 

三沢市環境審議会 庁内検討委員会 

第二次三沢市総合振興計画 

反
映 

反
映 

市が策定する環境に係る個別計画 

検
証 

提
言 

反
映 
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２ 計画の進捗管理 

 

  本計画に掲げた各種施策の推進を図るため、庁内検討委員会で計画の進捗状

況を検証したうえ環境審議会に報告し、提言等を受け、必要に応じて個別施策

を改善するなど、市民目線での進捗管理を行います。なお、進捗管理について

は、「計画（ＰＬＡＮ）」「実施（ＤＯ）」「検証（ＣＨＥＣＫ）」「改善（Ａ

ＣＴ）」の４つの視点による、ＰＤＣＡサイクルを通じて、継続的に行います。 

 

【ＰＤＣＡサイクルイメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画（ＰＬＡＮ） 
 

・環境基本計画の策定 

・目標や施策の策定・

改訂等 

 

 

実施（ＤＯ） 
 

・環境基本計画に基づ

く施策や事業の実施 

・各主体の取り組み等 

 

 

検証（ＣＨＥＣＫ） 

 

・施策や事業の実施状

況の検証 

・年次報告書の作成と

公表等 

 

改善（ＡＣＴ） 
 

・施策や事業の評価又

は改善 

・新規事業の検討等 

 

 

庁内検討委員会 環境審議会 

継続的改善 
（PDCAサイクル） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第４章 環境の現状と課題 
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 第４章 環境の現状と課題              
 

１ 基本目標の現状と課題 

 

Ⅰ．安全で安心して暮らせる街づくり 

 

Ⅰ－１ 大気環境 

  青森県が三沢市に設置している一般環境大気測定局の測定結果（測定局：岡

三沢町内会館、測定項目：二酸化窒素、浮遊粒子状物質）によると、すべて環

境基準値を達成しています。今後とも、大気汚染の悪化につながらないよう、

工場、事業場及び自動車の排出ガス等の監視・調査を行う必要があります。 

 

◇一般環境大気測定局測定結果（１日平均値） 

 二酸化窒素（ppm） 浮遊粒子状物質（mg/㎥） 

平成２６年度 ０．０１０ ０．０３７ 

平成２７年度 ０．０１０ ０．０３３ 

平成２８年度 ０．０１３ ０．０３４ 

資料：青森県環境白書 
 【環境基準】二酸化窒素:１日平均値が 0.04ppm から 0.06ppm の範囲内又はそれ以下です。 
       浮遊粒子状物質：１日平均値が 0.10mg/㎥以下です。 

 

 Ⅰ―２ 河川等水質 

  河川汚濁の主な要因としては、家庭や事業所からの排水があり、この河川の

水質汚濁による生活環境への影響を把握するため、市内を流れる７つの河川の

水質調査を実施しています。調査している７つの河川においては、有機物によ

る汚濁の指標となるＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）が概ね低い数値で推移し

ていますが、今後とも良好な水質の維持・保全及び生活排水による汚濁低減の

ため、現場確認や原因究明などの調査を行なう必要があります。 

 

◇主な河川の BＯＤ調査結果（各地点の最高値）       【単位：mg/ｌ】 

 古間木川 三沢川 三川目川 細谷川 

平成２６年度 １．６ ０．９ １．５ １．７ 

平成２７年度 ２．２ １．２ ４．８ １０．０ 

平成２８年度 １．８ ２．１ １．３ ４．６ 

資料：環境衛生課 
 【環境基準】BOD 基準値は古間木川で３mg/ｌとされています。三沢川、三川目川及び細谷川に環境

基準は設定されていませんが、目安として、魚がすめる水質はＢＯＤが５mg/ｌ以下とさ
れています。 
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 Ⅰ―３ 生活排水 

  当市の公共下水道の普及率（行政区域内人口に対する処理可能人口）は、平

成２８年度において、６３．７％となっています。都市環境の改善、公衆衛生

の向上のため、今後とも下水道整備を進め、更なる普及率の向上に努めて行く

必要があります。また、公共下水道の計画区域外においては、農業集落排水や

合併処理浄化槽の普及率の向上に努め、生活排水の適正処理を進める必要があ

ります。 

 

◇公共下水道整備状況 

 総延長（㎞） 普及率（％） 水洗化率（％） 

平成２６年度 １７１．１ ６０．８ ８５．８ 

平成２７年度 １７４．３ ６１．８ ８６．８ 

平成２８年度 １７６．８ ６３．７ ８８．４ 

資料：下水道課 

 

◇汚水処理水洗化人口状況                   【単位：人】 

 公共下水道 農業集落排水 浄化槽 

平成２６年度 ２１，２９６ ３，１１０ １４，１２８ 

平成２７年度 ２１，７４７ ３，２０７ １３，３４３ 

平成２８年度 ２２，４４１ ３，２７９ １２，２６７ 

資料：下水道課・環境衛生課 

 

 Ⅰ―４ 地下水 

  地下水の状況把握と汚染の早期発見を目的として、市内４箇所（施設）で地

下水調査を実施しています。水質汚濁の要因として、生活排水等の地下浸透が

考えられることから、今後とも調査を継続し監視活動を行う必要があります。 

 

◇調査状況 

調査地点 調査項目 

市役所、上久保小学校、木崎野小学校、

堀口中学校 

硝酸性窒素、亜硝酸性窒素、四塩化炭素、

トリクロロエチレン、テトラクロロエチレ

ン、1,1,1－トリクロロエタン、クロロホル

ム、ブロモジクロロメタン、ジブロモクロ

ロメタン、ブロモホルム、総トリハロメタ

ン 

資料：環境衛生課 
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 Ⅰ―５ 騒音・振動 

  当市における騒音・振動の主な要因は、三沢基地の運用に伴う航空機の飛行

訓練や三沢対地射爆撃場での諸訓練によるものが多く、長年に渡り、市民生活

に多大な影響を及ぼしています。また、自動車騒音や事業場、建設作業等によ

るものについては、青森県公害防止条例に基づき監視に努めているところです

が、生活様式の変化などにより発生原因も多様化しています。 

 

 ●自動車騒音 

  自動車騒音については、主要地方道三沢十和田線で実施している自動車騒音

常時監視結果よると、近年は基準値の超過は見られていません。 

 

◇自動車騒音常時監視結果         【単位：dB】 

 昼間 夜間 

平成２６年度 ６６ ６５ 

平成２７年度 ６７ ６０ 

平成２８年度 ６４ ５８ 

資料：環境衛生課 
 【環境基準】昼間は７５dB、夜間は７０dB です。 

 

 ●航空機騒音 

  航空機騒音については、毎年多くの苦情が寄せられており、近年では米軍に

よる曲技飛行訓練の増加に伴い苦情件数も増加傾向となっています。また「防

衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律」に基づく第一種区域には、全世

帯のおよそ４割弱が居住しており、住宅防音工事や移転補償等の対策により、

騒音の軽減は図られつつあるものの、航空機騒音に係る環境基準の達成には至

っていないのが現状であります。このような実状を踏まえ、今後においても、

快適な市民生活の向上のため、基地周辺対策の充実に努めるとともに、航空機

騒音の軽減に向け関係機関に対し、継続して要望を行う必要があります。 

 

◇航空機騒音苦情件数（市受付分） 

 件数 

平成２６年度 １５８ 

平成２７年度 １０５ 

平成２８年度 １４９ 

資料：基地渉外課 

 

 

 



１４ 
 

 Ⅰ―６ 悪臭 

農業活動等に伴う悪臭の苦情が年に数件寄せられている状況です。大規模事

業所に対しては、公害防止協定等を締結し監視調査を実施していますが、今後

も継続して調査を行う必要があります。また、生活排水、野焼き、家畜排泄物

等の悪臭に関する問題が発生しており、原因究明と発生源の抑止のための活動

に努める必要があります。 

 

◇業種別悪臭苦情処理件数                    【単位：件】 

 農業関係 個人 建設業 製造業 その他 計 

平成２６年度 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

平成２７年度 １ １ ０ ０ ２ ４ 

平成２８年度 １ １ ０ ０ １ ３ 

資料：環境衛生課 

 

 Ⅰ―７ 公害苦情 

  公害苦情への迅速かつ適切な対応と、発生源に対する適正処理及び指導強化

が必要であります。 

 

◇公害苦情処理件数                       【単位：件】 

 騒音･振動 大気汚染 悪臭 水質汚濁 その他 合計 

平成２６年度 ０ ５ ０ ３ ０ ８ 

平成２７年度 ２ ３ ４ ４ ０ １３ 

平成２８年度 ３ ２ ３ １２ ０ ２０ 

資料：環境衛生課 
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 Ⅱ．快適で心豊かに暮らせる街づくり 

 

 Ⅱ―１ 都市景観 

本市の景観は、大きく自然景観（太平洋、小川原湖、河川、森林）、田園景

観（牧場、畑、田）、農村集落景観、市街地景観、飛行場などに分けられます。

また、地目別の土地利用状況は、平成２８年では、田が２１．３９㎢（１７．

８％）で最も多く、次いで畑が２０．１１㎢（１６．７％）、雑種地が１５．

７７㎢（１３．１％）、山林が１５．１１㎢（１２．６％）、宅地が１３．６

６㎢（１１．３％）となっています。なお、開発については、自然環境や街な

みとの調和を保つことが重要であり、秩序ある土地利用を推進する必要があり

ます。また、当市の公園は、６８箇所、総面積は２２０．４６ha で、市民一人

当たりの都市公園面積は５５．３２㎡となっており、国や県の平均を大きく上

回っています。公園は、安らぎと潤いのある都市環境を維持するうえで必要な

だけではなく、市民にレクリエーションや憩いの場を提供するとともに、防災

上も重要な役割を担うことから、今後とも現有施設においては、良好な環境の

維持・保全を図る必要があります。 

 

◇地目別土地利用状況                      【単位：㎢】 

 田 畑 宅地 山林 牧場 原野 雑種地 その他 

平成２６年度 21.48 20.17 13.50 15.02 2.03 8.04 15.77 24.08 

平成２７年度 21.47 20.15 13.54 15.04 2.03 8.05 15.72 23.87 

平成２８年度 
21.39 

(17.8%) 

20.11 

(16.7%) 

13.66 

(11.3%) 

15.11 

(12.6%) 

1.95 

(1.6%) 

8.04 

(6.7%) 

15.77 

(13.1%) 

23.84 

(19.8%) 

  資料：税務課 

 

◇公園の設置状況（平成２８年度） 

 面積（ha） 箇所 

都 

市

公

園 

総合公園 １２４．１８ １ 

地区公園 ５６．４５ ５ 

近隣公園 １１．８８ ７ 

街区公園 １２．５３ ５３ 

特殊公園 １５．２８ １ 

広場公園 ０．１４ １ 

資料：都市整備課 
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 Ⅱ―２ 上水道 

  安全で良質な水道水の安定供給のための水源の確保と、施設の適正な維持管

理を行うとともに周辺環境の保全に努める必要があります。 

 

◇水道給水量の推移 

 年間給水量（千㎥） 給水人口（人） １人１日平均給水量（ｌ） 

平成２６年度 ３，９４８ ４０，６０７ ３２４ 

平成２７年度 ３，９４７ ４０，２９０ ３２６ 

平成２８年度 ３，８９１ ３９，７２１ ３２７ 

資料：水道課 

 

 Ⅱ―３ 環境美化 

  不法投棄は環境美化を損なうだけではなく、「廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律」で禁止されている犯罪です。後を絶たない廃棄物の不法投棄に対する

住民意識の向上や監視体制の強化を図る必要があります。また、以前に実施し

たアンケート調査結果において、都市景観の美しさに対する意見が多く、今後

は全市的な景観形成について検討するとともに、道路沿道への花いっぱい運動

や街路樹の植栽等による環境美化を充実していく必要があります。 
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 Ⅲ．人と自然が共生する街づくり 

 

 Ⅲ―１ 動植物 

  当市の北東部、小川原湖と太平洋との間に位置する仏沼地区には、国際自然

保護連合レッドリスト掲載種のオオセッカ、コジュリン、シマクイナ、ゴマシ

ジミなど多種多様な野生動植物が生息・繁殖しています。中でも、日本と中国

の限られた地域だけにしか見られないオオセッカの世界最大の繁殖地であると

ともに、国の天然記念物のマガン、ヒシクイなど多くの渡り鳥の中継地にもな

っています。また、仏沼は、平成１７年９月に国指定鳥獣保護区仏沼特別保護

地区に指定され、更に、同年１１月には国際的に重要な湿地としてラムサール

条約登録簿に掲載されたことにより、今後一層の自然環境の維持・保全に努め

る必要があります。 

 

 Ⅲ―２ 緑 

  以前に実施した市民アンケートによると、当市の環境に対する満足度で、「緑

が豊か」という回答が上位となっていることから、今後とも公共施設の緑化や

民有施設等の緑化に対する啓発活動を行う必要があります。 

 

 Ⅲ―３ 水辺 

  当市には太平洋の海岸線をはじめ、小川原湖、小田内沼、根井沼、五川目堤

等といった多くの水辺が存在します。水辺は私たちの生活に豊かな自然の恵み

をもたらすだけではなく、安らぎや潤いを与えてくれます。今後とも水辺環境

を守り、保全していく必要があります。 

 

 Ⅲ―４ 農地 

  当市の地目別土地利用状況を見ると、農地が第１位を占めていますが、農産

物の輸入自由化や食の多様化、後継者不足等の影響に伴い、農地が遊休地又は

耕作放棄地となり、農地の経営面積は年々減少傾向にあります。平成２７年度

で、専業農家数が２０５戸（３７．４％）、兼業農家数が３４３戸（６２．６％）、

経営面積は２，６３０ｈａとそれぞれ減少傾向にあり、今後は農業後継者の育

成及び農地の維持・保全に向けた対策を講ずる必要があります。 

 

◇農家数と経営面積の推移 

 農家数（戸） 専業数（戸） 兼業数（戸） 経営面積（ha） 

平成１７年度 ６９７ １８９ ５０８ ２，５０３ 

平成２２年度 ７９８ ２３７ ５５６ ３，１４２ 

平成２７年度 ５４８ ２０５ ３４３ ２，６３０ 

資料：農業センサス 
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 Ⅲ―５ 人と自然のふれあい 

  小川原湖畔周辺には豊かな自然が残され、多種多様な生態系を構成していま

す。以前に実施したアンケート調査結果でも、将来にわたって残したい環境や

大切にしたい場所として、小川原湖、太平洋海岸、仏沼が上位を占めており、

県や関係市町村と連携し自然景観の維持・保全に努め、人と自然がふれあう場

を確保する必要があります。 

 

◇小川原湖水浴場水質調査結果 

 ふん便性大腸菌群数 

（個 100/ｍｌ） 

透明度 

(m) 
油膜の有無 

COD 

(mg/ｌ) 
Ｏ－157 判定 

平成２６年度 ＜２ ＞１ なし ４．９ 不検出 水質Ｂ 

平成２７年度 ＜２ ＞１ なし ３．８ 不検出 水質Ｂ 

平成２８年度 １２ ＞１ なし ４．８ 不検出 水質Ｂ 

資料：青森県環境白書 

 
◇ミスビードルビーチ水質調査結果 

 ふん便性大腸菌群数

（個/100ｍｌ） 

透明度 

(m) 
油膜の有無 

COD 

(mg/ｌ) 
Ｏ－157 判定 

平成２６年度 ＜２ ＞１ なし ２．５ 不検出 水質Ｂ 

平成２７年度 ＜２ ０．９ なし ３．１ 不検出 水質Ｂ 

平成２８年度 ＜２ １ なし ３．０ 不検出 水質Ｂ 

資料：青森県環境白書 
 
 【水浴場水質判定基準】 

 ふん便性大腸菌群数 透明度 油膜の有無 COD 

適 

水質ＡＡ 
不検出（検出限界

2 個/100mｌ） 

全透 

（１ｍ以上） 

油膜が認められ

ない 

２mg/ｌ以下 

（湖沼３mg/ｌ以下） 

水質Ａ 
100 個/100mｌ

以下 

全透 

（１ｍ以上） 

油膜が認められ

ない 

２mg/ｌ以下 

（湖沼３mg/ｌ以下） 

可 

水質Ｂ 
400 個/100mｌ

以下 

１ｍ未満～ 

５０ｃｍ以上 

常時は油膜が認

められない 
５mg/ｌ以下 

水質Ｃ 
1,000 個/100mｌ

以下 

１ｍ未満～ 

５０ｃｍ以上 

常時は油膜が認

められない 
８mg/ｌ以下 

不適 
1,000 個/100mｌ

を超えるもの 
５０ｃｍ未満 

常時油膜が認め

られる 
８mg/ｌ超 

 
 ※水の汚れを知るうえの目安として、水の中の有機物(微生物等)の量を表す数値の BOD と COD があり

ます。BOD（生物化学的酸素要求量）は、微生物がよごれ（有機物）を食べるために使った酸素の量
を調べることで、川のよごれを測ることができます。また、COD（化学的酸素要求量）は、微生物の
代わりに薬品を使って水の中の酸素の使われる量を調べることで、海や湖のよごれを測ることができ
ます。（魚が安心して棲める川は BOD5ｍg/ｌ以下と言われています。） 
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 Ⅳ．地球環境にやさしい街づくり 

 

 Ⅳ―１ 廃棄物 

  当市の平成２８年度のごみ処理量は、総量で１６，５４８ｔとなっており、

一日あたりでは、平均４５．３ｔ、一人一日あたりでは、平均１，１３８ｇの

処理量となっています。処理量は人口減少やごみ減量化に関する啓発活動等の

効果もあって、近年、減少傾向にあります。ごみ問題の根底には「大量生産・

大量消費・大量廃棄」という社会経済システムがありますが、ごみの資源化や

再利用によって処理量を減少させるとともに、環境への負荷を低減するため、

今後より一層の「循環型社会」構築に向けた意識の転換を図るなど啓発活動を

行う必要があります。 

 

◇塵芥処理状況 

 処理量（ｔ） 処理量１日平均（ｔ） 処理量 1 人１日平均（ｇ） 

平成２６年度 １７，００７ ４６．６ １，１４１ 

平成２７年度 １６，９５７ ４６．４ １，１４５ 

平成２８年度 １６，５４８ ４５．３ １，１３８ 

資料：清掃センター 

 

◇資源ごみ回収量                       【単位：ｔ】 

 
紙類 布類 

びん/ 

ガラス類 
缶/金属 

ペット 

ボトル 
合計 

平成２６年度 ５４３ ２５ ５２４ １４３ １３１ １，３６６ 

平成２７年度 ４６４ ２４ ５２５ １３５ １３６ １，２８４ 

平成２８年度 ４６６ ２２ ５０３ １３７ １３６ １，２６４ 

資料：清掃センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２０ 
 

 Ⅳ―２ 地球温暖化 

  地球温暖化とは、二酸化炭素等が大量に大気中に排出され、その濃度が高ま

ることにより地球の温度が上昇する現象です。地球温暖化で最も影響を与える

ものとしては、石油等の化石燃料の燃焼により発生する二酸化炭素で、これら

を総称して温室効果ガスといいます。温室効果ガスがこのまま増え続けると、

２１００年には平均気温が上昇し、海面も上昇すると予測されています。地球

温暖化問題は、地球規模の問題ですが、私たちの日常生活に欠かすことの出来

ない電気や自動車も温室効果ガスの発生源であり、きわめて身近な環境問題と

いえます。省エネ意識の高揚を図るとともに、現在の生活スタイルを見直す必

要があります。 

 

◇電力販売量実績（東北電力管内）           【単位：百万 kＷｈ】 

 電力 電灯 合計 

平成２６年度 ５０，２２５ ２４，００３ ７４，２５８ 

平成２７年度 ５１，３５１ ２３，７０６ ７５，０５７ 

平成２８年度 ５２，３５７ ２４，２６６ ７６，６２３ 

資料：東北電力（株） 

 

◇自動車登録台数の推移（三沢市）                  【単位：台】 

 乗用車 軽自動車 その他 合計 

平成２６年 １９，６８５ １３，７８４ ３，４７３ ３６，９４２ 

平成２７年 １９，５０４ １３，９６３ ３，４１６ ３６，８８３ 

平成２８年 １９，２６５ １３，９６３ ３，５３９ ３６，７６７ 

資料：東北運輸局青森運輸支局 

 

 Ⅳ―３ 環境教育・環境学習 

  市、市民及び事業者の連携を深めるため、環境教育・環境学習の機会拡充や

情報提供を含めた体制等の強化が必要となります。現在、実施している環境教

育等の更なる充実を図る必要があります。 
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２１ 
 

 第５章 各主体の役割と取り組み           
 

１ 市、市民及び事業者の役割 

 

  計画に掲げた各種施策の取り組みに際して、市、市民及び事業者は、地球的

視野に立ち、環境が循環を基調としていることを認識するとともに、大気、水、

緑その他の環境資源が有限であるという理解のもとに、お互いに協働し、三沢

市環境基本条例に定める各役割を推進するものとします。 

 

 

 

 

 

   ●市の役割  
   三沢市環境基本条例第５条 

    市は、良好な環境を保全及び創造するために、市民の意見を尊重し  

て基本的かつ総合的に環境施策を実施するものとする。 

 

   ●市民の役割  
  三沢市環境基本条例第３条 

    市民は、良好な環境を損なうことのないように、日常生活において、 

   自ら進んで環境への負荷の低減に努めるとともに、市が実施する良好 

   な環境の保全及び創造に関する施策に積極的に協力するものとする。 

 

   ●事業者の役割  
   三沢市環境基本条例第４条第１項 

    事業者は、この条例の趣旨を尊重し、その事業活動を行うに当たっ  

   ては、これに伴って生じるばい煙、汚水、廃棄物等の処理その他の公 

   害を防止し、又は自然環境を適正に保全するための必要な措置を講ず 

   るものとする。 

  三沢市環境基本条例第４条第２項 

   前項に定めるもののほか、事業者は、その事業活動に関し、自ら進 

  んで環境への負荷の低減に努めるとともに、市が実施する良好な環境 

  の保全及び創造に関する施策に協力するものとする。 

 

 

 

各主体の役割 



２２ 
 

２ 基本目標に関する取り組み 

 

Ⅰ．安全で安心して暮らせる街づくり 

 

 Ⅰ－１ 大気環境 

 （１）大気環境の保全 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●市の役割  

１ 大気汚染物質のモニタリング調査を注視し、必要に応じて市民に注意喚起を促

します。 

２ マイカーの利用抑制やアイドリングストップがもたらす大気環境への効果につ

いて、その周知に努めます。 

３ 低公害車等の普及促進を図るとともに、公用車の購入時は、積極的に低公害車

を選択するよう努めます。 

４ 広報、ＭＣＴＶ及びホームページ等を通じて、大気環境の保全についての意識

啓発に努めます。 

 

 ●市民の役割  

１ マイカー利用を控え、徒歩・自転車・バス等、環境と健康に配慮した移動手段

を考慮し、利用を拡げていくよう協力します。 

２ 自家用車の購入は、低公害車を選択するよう努めます。 

 
 ●事業者の役割  

１ 薬剤、資機材等産業廃棄物の適正処理を行い大気汚染物質の排出を削減すると

ともに大気環境を保全するための必要な措置を講じます。 

２ 従業員等にはマイカー利用を控え、徒歩・自転車・バス等、環境と健康に配慮

した移動手段の奨励を図ります。 

３ 事業所用の車は、低公害車を選択するよう努めます。 

【進捗管理指標】 
 ・環境基準（大気）の達成状況 

（担当課：環境衛生課） 
 
 
 



２３ 
 

 Ⅰ－１ 大気環境 

 （２）事業所等の監視・調査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

 Ⅰ－１ 大気環境 

 （３）野焼き対策 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●市の役割  

１ 公害防止協定の遵守がされているか、又は監視項目が排出基準を超えていない

か継続的な監視に努めます。 

 

 ●市民の役割  

１ 事業所から排出されるばい煙に異常を感じたときは、近隣と連携を図り、速や

かに関係機関に連絡するよう協力します。 

 

 ●事業者の役割  

１ ばい煙に排出基準が適用となる事業所は排出基準を遵守し、排出量の削減に努

めます。 

 ●市の役割  

１ 野焼き等の防止に関する啓発活動を行うとともに、積極的な指導に取り組みま

す。 

 

 ●市民の役割  

１ 庭先などでゴミ等を燃やさないようにします。 

２ 野焼き等を発見したら速やかに注意するとともに、関係機関への通報に努めま

す。 

 

 ●事業者の役割  

１ 廃棄物の処理は法令を遵守し、適正に処理します。 

２ 野焼き等を発見したら速やかに注意するとともに、関係機関への通報に努めま

す。 

【進捗管理指標】 
 ・公害防止協定（排気）に係る基準の達成状況 

（担当課：環境衛生課） 
 
 
 

【進捗管理指標】 
 ・野焼きに係る原因者への指導件数 

（担当課：環境衛生課） 
 
 
 



２４ 
 

 Ⅰ―２ 河川等水質 

 （１）水質汚濁の監視・調査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 Ⅰ―２ 河川等水質 

 （２）事業所等の監視・調査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ●市の役割  

１ 河川等の公共用水域水質汚濁調査を継続するとともに、健康に害を及ぼす水質

汚濁物質の監視を行い水質向上に努めます。 

 

 ●市民の役割  

１ 河川等の水質及び魚種等に異変が見られた時は、速やかに関係機関へ通報する

よう協力します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 排出水が流入する河川等に異常がないか確認するため、定期的な巡回を行うな

ど必要な対策を講じます。 

２ 異常な渇水等により河川等の水質の汚濁が著しくなった場合は排出水の量の減

少その他必要な措置を講じます。 

 ●市の役割  

１ 市と公害防止協定を締結している事業所について、排出水の水質測定を行い排

出基準の遵守のための監視に努めます。 

２ 排出水の水質調査において排水基準を超えていたときは速やかに必要な対策を

講ずるよう指導します。 
 

 ●市民の役割  

１ 事業所からの排水に異常が見られたときは、速やかに関係機関に通報するよう

協力します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 排出基準が適用になる事業所は、定められた回数の自主測定を実施し排出基準

を遵守します。 

２ 排出水の水質調査において排出基準を超えていたときは速やかに対策を講じま

す。 

【進捗管理指標】 
 ・環境基準（河川）の達成状況 

（担当課：環境衛生課） 
 
 
 

【進捗管理指標】 
 ・公害防止協定（排水）に係る基準の達成状況 

（担当課：環境衛生課） 
 
 
 



２５ 
 

 Ⅰ―３ 生活排水 

 （１）下水道整備 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅰ―３ 生活排水 

 （２）農業集落排水の加入促進 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●市の役割  

１ 公共下水道は、平成２８年度末で認可区域１、２７５ｈａに対し、処理済面積

は８４３ｈａ、処理人口は２５，３８０人、普及率は６３．７％となっていま

す。処理可能な人口のうち、実際に下水道処理している人口を表す水洗化率は

８８．４％となっており、今後は処理可能区域の整備促進を図り、更なる普及

率及び水洗化率の向上に努めます。 

 

 ●市民の役割  

１ 公共下水道整備後は、速やかに宅内の排水設備工事を行い、生活排水の適正な

処理に協力します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 公共下水道整備後は、速やかに施設内の排水設備工事を行い、生活排水及び事

業所排水の適正な処理に努めます。 

 ●市の役割  

１ 農業集落排水は、各地区の事業完了に伴い、三沢市西部地区（対象人口１，４

００人）は平成１４年４月、三沢市東部地区（対象人口３、４７０人）は平成

２０年４月、三沢市南部地区（対象人口１，５５０人）は平成２５年４月から、

それぞれ全面供用開始となっています。なお、３地区の人口のうち、実際に農

業集落排水を利用している人口の割合を表す加入率は、平成２８年度末時点で

は６６．１％となっていることから、更なる加入率の向上に努めます。 

 

 ●市民の役割  

１ 農業集落排水整備地域については、速やかに宅内の排水設備工事を行い、生活

排水の適正な処理に協力します 

 

 ●事業者の役割  

１ 農業集落排水整備地域については、速やかに施設内の排水設備工事を行い、生

活排水及び事業所排水の適正な処理に努めます。 

【進捗管理指標】 
 ・公共下水道の普及率及び水洗化率 

（担当課：下水道課） 
 
 
 

【進捗管理指標】 
 ・農業集落排水の加入率 

（担当課：下水道課） 
 
 
 



２６ 
 

 Ⅰ―３ 生活排水 

 （３）合併処理浄化槽の普及 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 Ⅰ―４ 地下水 

 （１）地下水の監視・調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●市の役割  

１ 汲み取り式や単独処理浄化槽の家庭等から出る生活排水により河川等の水質汚

濁や土壌汚染が懸念されるため、合併処理浄化槽の普及啓発に努めます。 

 

 ●市民の役割  

１ 公共下水道や農業集落排水施設の未普及地区においては、合併処理浄化槽の設

置に協力します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 公共下水道や農業集落排水施設の未普及地区においては、合併処理浄化槽の設

置に努めます。 

 ●市の役割  

１ 地下水の水質調査を継続し、異常がないか監視に努めます。 

２ 地下水は市民の貴重な財産であるため将来にわたって安心・安全な水資源が確

保されるよう地下水の保全・啓発に努めます。 

 

 ●市民の役割  

１ 土壌環境の保全のため汚濁水等の適正処理に努めるとともに、その監視に協力

します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 地下水利用の事業所においては、過剰な地下水のくみ上げを抑制し、適正な水

利用に努め、必要な措置を講じます。 

【進捗管理指標】 
 ・ホームページ等による合併処理浄化槽の普及啓発 

（担当課：環境衛生課） 
 
 
 

【進捗管理指標】 
 ・環境基準（地下水）の達成状況 

（担当課：環境衛生課） 
 
 
 



２７ 
 

 Ⅰ―５ 騒音・振動 

 （１）騒音発生の抑止対策 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●市の役割  

１ 市が設置する航空機騒音測定器により騒音測定及び分析を行います。 

２ 騒音増大が予想される飛行訓練等の通告があった場合は、ＭＣＴＶ等により事

前の周知を図るとともに騒音の軽減を国等の関係機関へ要請します。 

３ 住民からの航空機騒音の苦情等について、国等の関係機関に必要な対策を要請

します。 

４ 日常生活や事業活動における騒音について、防止のため啓発・指導に努めます。 

 

 ●市民の役割  

１ 基地が所在することによる航空機騒音等の障害に関して情報提供に協力します。 

２ 自動車やバイクの空ふかし、暴走等で騒音をまきちらしている行為を発見した

場合、速やかに関係機関へ通報するよう協力します。 

３ 近隣の迷惑騒音の原因となるような行為は行わないようにします。 

 

 ●事業者の役割  

１ 基地が所在することによる航空機騒音等の障害に関して情報提供に努めます。 

２ 事業活動において騒音発生が懸念される場合は、騒音を軽減するよう努めます。 

３ 宣伝活動においては、適正な音量となるよう努めます。 

４ 車両の運行時は、急発進・急加速を避け騒音の少ない走行に努めます 

【進捗管理指標】 
 ・環境基準（自動車騒音）の達成状況 

（担当課：環境衛生課） 
 ・特殊な訓練の情報提供率 

（担当課：基地渉外課） 
 
 
 



２８ 
 

 Ⅰ―５ 騒音・振動 

 （２）振動発生の抑止対策 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 Ⅰ―６ 悪臭 

 （１）悪臭発生状況の監視・調査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●市の役割  

１ 振動規制法の周知に努めます。 

２ 振動発生の原因を究明するとともに、関係機関と連携を図り防止に努めます。 
 

 ●市の役割  

１ 普段と違う振動を感じたら速やかに関係機関へ連絡します。 

２ 道路の陥没等を発見したら、速やかに関係機関へ連絡します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 振動が発生する建設工事等については、関係機関、周辺居住者等への確実な連

絡及び届出をします。 

 ●市の役割  

１ 悪臭監視調査を継続するとともに、その原因を究明し、悪臭発生防止の啓発・

指導に努めます。 

２ 市の広報やＭＣＴＶ等を利用し、悪臭発生防止の周知に努めます。 

 

 ●市民の役割  

１ 生活に最も身近な生ごみ等の悪臭を発生させないようにし、生ごみの野積みの

禁止やごみ集積場所等の適正な管理に協力します。 

２ 悪臭又は普段と違う異臭を感じたときは、場所を特定し速やかに関係機関への

通報に協力します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 事業系廃棄物の悪臭防止に努めるとともに、悪臭発生原因の除去に必要な対策

を講じます。 

【進捗管理指標】 
 ・特定施設及び特定建設作業に係る指導件数 

（担当課：環境衛生課） 
 
 
 

【進捗管理指標】 
 ・悪臭に係る原因者への指導件数 

（担当課：環境衛生課） 



２９ 
 

 Ⅰ―６ 悪臭 

 （２）事業所等の悪臭対策 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 Ⅰ―６ 悪臭 

 （３）家畜排泄物処理対策 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●市の役割  

１ 悪臭監視調査を継続するとともに、事業所に対して、悪臭発生防止の啓発・指

導に努めます。 
 

 ●市民の役割  

１ 事業所から悪臭を感じたときは、近隣と連携を図り、速やかに関係機関に連絡

するよう協力します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 事業者は事業活動に伴う悪臭抑止対策に必要な措置を講じます。 

２ 悪臭が継続的に発生する恐れがある場合は、関係機関及び住民等に事前に協議

するなど最小限にとどめる体制の構築に努めます。 

 ●市の役割  

１ 畜産事業者に対して、家畜排泄物処理法の周知及び排泄物管理状況についての

監視に努めます。 
 

 ●市民の役割  

１ 事業所から悪臭を感じたときは、近隣と連携を図り、速やかに関係機関に連絡

するよう協力します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 家畜排泄物処理法を遵守し、堆肥盤等の適正管理に努め悪臭発生防止のための

必要な措置を講じます。 

【進捗管理指標】 
 ・公害防止協定（悪臭）に係る基準の達成状況 

（担当課：環境衛生課） 
 
 
 

【進捗管理指標】 
 ・家畜排泄物処理に係る営農指導件数 

（担当課：農政課） 
 
 
 



３０ 
 

 Ⅰ―７ 公害苦情 

 （１）公害苦情の適正処理 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●市の役割  

１ 公害に関する相談や苦情等については速やかに対応し、解決に向けて必要な対

策をとるよう努めます。 

 

 ●市民の役割  

１ 公害に関する相談、苦情等について速やかに関係機関へ連絡し、情報提供に協

力します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 従業員等の環境管理意識を高めるための教育・啓蒙活動に努めます。 

２ 公害に関する相談・苦情等については速やかな解決策を講じます。 

【進捗管理指標】 
 ・典型７公害に係る原因者への指導件数 

（担当課：環境衛生課） 
 
 
 



３１ 
 

 Ⅱ．快適で心豊かに暮らせる街づくり 

 

 Ⅱ―１ 都市景観 

 （１）公園管理 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅱ―２ 上水道 

 （１）良質な水道水の安定供給 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●市の役割  

１ 安心かつ安全で便利な暮らしを送れるよう、憩いの場としての公園の適切な維

持管理を行うとともに、利用者のマナー向上が図られるよう努めます。 

 

 ●市民の役割  

１ 公園を利用する場合は、マナー等を守るとともに、危険箇所等の情報提供に協

力します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 地域住民と連携を図り、公共の場である公園の適正管理に努めます。 

 ●市の役割  

１ 水道施設全体の計画的な更新に努めます。 

２ 地震等の災害に強い施設整備を行うとともに、特に老朽管の更新を図ることに

より、安定的な水道水の供給に努めます。 
 

 ●市民の役割  

１ 水が限りある資源であることを自覚し、日常生活において節水を心がけ、水資

源の確保に協力します。 

２ 地下水源への悪影響を防止するため、生活排水などの汚濁水の適正処理に協力

します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 市民と同様に節水に努め、水資源の確保に協力するとともに、事業所排水を適

正に処理し、地下水源への悪影響を防止するための必要な措置を講じます。 

【進捗管理指標】 
 ・年間を通しての公園の維持管理 

（担当課：都市整備課） 
 
 
 

【進捗管理指標】 
 ・総管延長に対する耐震管延長の割合 

（担当課：水道課） 
 
 
 



３２ 
 

 Ⅱ―３ 環境美化 

 （１）不法投棄の監視・調査及び啓発活動 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 Ⅱ―３ 環境美化 

 （２）環境美化活動 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●市の役割  

１ 不法投棄監視員やクリーン指導員による監視活動を行い、不法投棄防止に向け

た啓発活動に努めます。 

２ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律の周知に努めます。 
 

 ●市民の役割  

１ ごみのポイ捨てや不法投棄はしません。 

２ 不法投棄を発見したら、ただちに関係機関への通報に協力します。 

３ 環境及び景観に配慮し、不用品はむやみに屋外に置かないよう協力します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 廃棄物の処理にあたっては、法令を遵守し適正処理等必要な措置を講じます。 

２ 事業所の適正な管理に努め、敷地内の不法投棄防止に向け必要な措置を講じま

す。 

 ●市の役割  

１ クリーン大作戦の実施やクリーン指導員との連携を図り、環境美化活動に努め

ます。 

２ ごみ集積所の適正管理の指導に努めます。 
 

 ●市民の役割  

１ クリーン大作戦等の清掃活動を通じて環境美化に協力します。 

２ ごみ集積所が散乱しないよう、町内会等地域住民で適正な管理に協力します。 

 

 ●事業所の役割  

１．事業所周辺の環境美化及びきれいな街づくりに協力するよう努めます。 

【進捗管理指標】 
 ・不法投棄による土壌汚染事故発生件数 

（担当課：清掃センター） 
 
 
 

【進捗管理指標】 
 ・クリーン大作戦の実施回数 

（担当課：清掃センター） 
 
 
 



３３ 
 

 Ⅱ―３ 環境美化 

 （３）花いっぱい運動 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●市の役割  

１ 「花いっぱい運動」を通じて、各種団体や事業所等と連携して花や緑があふれ

るまちづくりを目指します。 
 

 ●市民の役割  

１ 「花いっぱい運動」に参加するとともに、花や緑があふれるまちづくりに地域

ぐるみで協力します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 「花いっぱい運動」に参加するとともに、公共空間の花や緑の保全を推進し、

市民と一体となったまちづくりに協力するよう努めます。 

【進捗管理指標】 
 ・花植えボランティア団体の登録数 

（担当課：広報広聴課） 
 
 
 



３４ 
 

 Ⅲ．人と自然が共生する街づくり 

 

 Ⅲ―１ 動植物 

 （１）希少動植物及び野生生物の生息地保全 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅲ―２ 緑 

 （１）緑地及び樹木の保全と創出 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●市の役割  

１ 国際的に重要な「仏沼（ラムサール条約湿地）」における希少野生動植物の保

護を通じて生物多様性を確保するよう努めます。 

２ 生物多様性、生息環境の連続性を確保するための鳥獣保護区に関する調査と情

報収集に努めます。 

３ 希少野生生物の生息地保全や景観へ配慮した事業を実施し、生物多様性の確保

に努めます。 

 

 ●市民の役割  

１ 国際的に重要な「仏沼（ラムサール条約湿地）」における希少野生動植物の保

護を通じて生物多様性を確保する取り組みに協力します。 

 

 ●事業所の役割  

１ 生物多様性を確保するため、事業活動の実施にあたり必要な措置を講ずるよう

努めます。 

 ●市の役割  

１ 街路樹や緑地等の適切な維持管理に努めます。 

２ 緑地の確保等、緑化の普及啓発に努めます。 
 

 ●市民の役割  

１ 生垣づくりや庭木の植樹等に努め、敷地内の緑を大切にするとともに、枝等の

伸張に配慮した適切な維持管理に協力します。 

２ 街路樹などに関して、危険個所等の情報提供に協力します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 事業所内の緑化を推進するよう努めます。 

２ 開発事業者においては、自然環境の保全に配慮し、緑地の確保に努めます。 

【進捗管理指標】 
 ・年間を通しての仏沼の維持管理 

（担当課：環境衛生課） 
 
 
 

【進捗管理指標】 
 ・年間を通しての街路樹の維持管理 

（担当課：都市整備課） 
 
 
 



３５ 
 

 Ⅲ―３ 水辺 

 （１）水辺の保全 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 Ⅲ―４ 農地 

 （１）農地の保全と活用 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●市の役割  

１ 良好な水辺、親水空間の創造や環境の保全のために必要な調査や情報収集を行

い、市民に憩いの場を提供するよう努めます。 

２ 公共工事等においては、可能な限り水辺空間の保全に努めます。 

 

 ●市民の役割  

１ 良好な水辺景観の保全活動や清掃などの取り組みに協力します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 良好な水辺、親水空間の保全等に配慮した事業活動を推進するよう努めます。 

 ●市の役割  

１ 農用地の保全に努めます。 

２ 農業後継者の育成に努めます。 

３ 耕作放棄地の抑制・削減に努めます。 

 

 ●市民の役割  

１ 農業・農地の大切さを理解し、地産地消に努めます。 

 

 ●事業者の役割  

１ 農用地の保全に努めます。 

２ 農業後継者の育成に努めます。 

３ 耕作放棄地の抑制・削減に努めます。 

 

 【進捗管理指標】 
 ・新規就農者の育成状況 

（担当課：農政課） 
 
 
 

【進捗管理指標】 
 ・年間を通しての小川原湖の清掃活動状況 

（担当課：観光物産課） 
 ・年間を通してのビードルビーチの清掃活動状況 

（担当課：水産振興課） 
 
 
 



３６ 
 

 Ⅲ―５ 人と自然のふれあい 

 （１）人と自然のふれあいの場の整備 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 Ⅲ―５ 人と自然のふれあい 

 （２）自然景観の保全 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●市の役割  

１ 人と自然とのふれあい、くつろぎの場等の活用を通じて環境学習への展開を図

るため、環境学習プログラムの整備、市民団体と連携した自然観察会や環境保

全活動の実施、自然環境に関する情報の共有に努めます。 

２ 国際的に貴重な「仏沼（ラムサール条約湿地）」の希少野生生物の保護や研究

活動国際協力の推進を図るため、市民団体と連携した情報ネットワーク化の構

築に努めます。 

 

 ●市民の役割  

１ 人と自然とのふれあいの場の環境整備、維持管理に協力します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 社会貢献の一環として従業員による人と自然とのふれあいの場の環境整備及び

保全活動に努めます。 

 ●市の役割  

１ 青森県景観条例等に基づき、自然景観を損なうことなく、良好な景観を保全す

るため必要な対策を講じます。 
 

 ●市民の役割  

１ 良好な自然景観の保全に関して関心をもち、将来にわたって自然の豊かさを実

感できる活動に協力します。 

 

●事業者の役割  

１ 自然環境や景観の保全に十分に配慮した事業活動に努め、必要な対策を講じま

す。 

【進捗管理指標】 
 ・年間を通しての仏沼の環境整備状況 

（担当課：環境衛生課） 
 
 
 

【進捗管理指標】 
 ・自然保護監視員を配置しての巡回活動 

（担当課：環境衛生課） 
 ・青森県景観条例に基づく大規模行為等に係る違反件数 

（担当課：都市整備課） 
 
 
 



３７ 
 

 Ⅲ―５ 人と自然のふれあい 

 （３）水浴場等の適正な保全 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●市の役割  

１ 小川原湖やビードルビーチの利用促進ＰＲ及び利用マナーの周知に努めます。 

２ 市民、事業所、各種団体、ボランティア等と協働し、周辺環境の維持・保全及

び安全性の確保に努めます。 
 

 ●市民の役割  

１ 小川原湖やビードルビーチは積極的な利用に努めるとともに利用上のマナーを

守ります。 

２ ボランティア等との協働による清掃活動や危険箇所等の把握に努め適正利用に

協力します。 

 

 ●事業者の役割  

１ ボランティア等との協働による清掃活動や危険箇所等の把握に努め、適正利用

に協力します。 

【進捗管理指標】 
 ・水浴場の水質判定基準の適合状況 

（担当課：環境衛生課） 
 ・小川原湖利用者の事故状況 

（担当課：観光物産課） 
・ビードルビーチ利用者の事故状況 

（担当課：水産振興課） 
 
 
 
 



３８ 
 

 Ⅳ．地球環境にやさしい街づくり 

 

 Ⅳ―１ 廃棄物 

 （１）ごみの減量化とリサイクル 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●市の役割  

１ 資源循環型社会を目指し、市民や事業者に対して、自主的な取り組みが可能と

なるよう努めます。 

２ 行政自らがリサイクル製品を利用し、市民や事業者の模範となるよう、取り組

みを進めます。 

 

 ●市民の役割  

１ ごみの減量化のため３Ｒに向けた行政の施策に協力します。 

２ ３Ｒを意識した生活様式への移行に協力します。 

  ※３Ｒとは、REDUCE（廃棄物の発生抑制）、REUSE（資源・製品の再使用）、RECYCLE 

（再利用）を表します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 事業活動におけるごみの削減に努め、３Ｒ型事業運営を目指すとともに、「排

出者責任の原則」により、事業者自らの責任による適正処理に努めます。 

２ 商品の製造・販売者である事業者は、ごみの出にくい商品の製造・販売に努め

ます。 

【進捗管理指標】 
 ・ごみの資源化率 

（担当課：清掃センター） 
 ・一人一日あたりのごみの排出量 

（担当課：清掃センター） 
 
 
 



３９ 
 

 Ⅳ―２ 地球温暖化 

 （１）地球温暖化対策 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 Ⅳ―３ 環境教育・環境学習 

 （１）環境教育・環境学習の充実と推進 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●市の役割  

１ 地球温暖化の原因とされる温室効果ガスをはじめ、省エネについての情報収集

及び情報提供に努めます。 

 

 ●市民の役割  

１ 地球温暖化対策の情報収集に努め、省エネ型のスタイルを目指すとともに、国・

県・市が策定する各種計画等に協力します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 地球温暖化対策の情報収集及び省エネ型の事業活動の実践に努めます。 

 ●市の役割  

１ 環境保全に関する意識向上や行動を啓発するため、講演会、環境学習会、自然

観察会など多様な学習機会の提供に努めます。 

２ 職員に対する環境教育、環境学習への関心、意識を高めるための情報発信を進

め、市民や市民団体など関係機関と連携を図り、交流の促進に努めます。 

３ 環境保全活動・環境教育推進法などに基づき学校教育の場における環境教育、

環境学習の充実に努めます。 

 
 ●市民の役割  

１ 市や各種団体等が行う環境教育、環境学習活動に協力・参加します。 

 

 ●事業者の役割  

１ 従業員に対する環境教育、環境学習活動の推進や環境学習の機会の提供を行い

ます。 

２ 地域の環境教育に資する事業の展開や地域での取り組みへの協力及び参加に努

めます。 

【進捗管理指標】 
 ・自然観察会や環境学習会の実施状況 

（担当課：環境衛生課） 
 
 
 

【進捗管理指標】 
 ・ホームページ等による地球温暖化防止に向けた啓発活動 

（担当課：環境衛生課） 
 ・公共施設のエネルギー使用状況 

（担当課：環境衛生課） 
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 三沢市環境基本条例 

平成 11 年 9 月 21 日 

条例第 16 号 

目 次 

前文 

第 1 章 総則(第 1 条―第 5 条) 

第 2 章 良好な環境の保全及び創造に関する基本的施策(第 6 条―第 16 条) 

第 3 章 地球環境の保全に関する施策(第 17 条) 

第 4 章 三沢市環境審議会(第 18 条―第 22 条) 

附則 

 

三沢市民は、洋々たる大海原と緑豊かな美しい大地、清らかな水、澄みわたる

青空など、豊かな自然の恩恵のもとで、先人の築き上げた歴史・文化遺産を受け

継いできた。このような優れた環境は、市民の共有の財産であるとともに、心の

ふるさとであり、適正な配慮をもって護り、活かしていく必要がある。 

また、環境は、生態系が微妙な均衡を保つことによって成り立っているという

認識に立って、環境を健全で恵み豊かなものとして維持し、市民が健康で安全か

つ文化的な生活を享受できる良好な環境を創造し、将来の市民に継承していかな

ければならない。しかし、環境への配慮を欠いた物質的な豊かさや利便性の追及

によって、環境の汚染や自然の破壊は、地域的なものから地球的規模へと拡大し、

このまま推移すれば、かけがえのない人類の生存基盤さえ脅かされることにもな

りかねない。 

今こそ私たちは、あらゆる活動において環境に配慮して行動することを決意し、

自然との共生のもとに、良好な環境を保全及び創造していかなければならない。 

ここに、市民、事業者及び市は、地球的視野に立った適正な配慮のもとに、環

境が循環を基調としていることを認識するとともに、大気、水、緑その他の環境

資源が有限であるという認識のもとにお互いに協働して、健全で恵み豊かな快適

環境を将来の市民へ引き継ぐことを目指して、この条例を制定する。 

 

第 1 章 総則 

 

(目的) 

第 1 条 この条例は、良好な環境の保全及び創造を図るため、市民、事業者及び

市の役割を明らかにするとともに、良好な環境の保全及び創造に関する施策の

基本となる事項を定めることにより、良好な環境の保全及び創造に関する施策

を総合的かつ計画的に推進し、もって現在及び将来の市民が健康で安全かつ文

化的な生活を確保することを目的とする。 
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(定義) 

第 2 条 この条例において「環境への負荷」とは、人の活動により環境に加えら

れる影響であって、環境の保全上の支障の原因となるおそれのあるものをいう。 

2 この条例において「地球環境の保全」とは、人の活動による地球全体の温暖

化又はオゾン層の破壊の進行、海洋の汚染、野生生物の種の減少その他の地球

の全体又はその広範な部分の環境に影響を及ぼす事態に関する環境の保全であ

って、市民が健康で安全かつ文化的な生活を確保するものをいう。 

3 この条例において「公害」とは、環境の保全上の支障のうち、事業活動その

他の人の活動に伴って生ずる相当範囲にわたる大気の汚染、水質の汚濁(水質以

外の水の状態又は水底の底質が悪化することを含む。)、土壌の汚染、騒音、振

動、地盤の沈下(鉱物の掘採のための土地の掘削によるものを除く。)及び悪臭

によって、人の健康又は生活環境(人の生活に密接な関係のある財産並びに人の

生活に密接な関係のある動植物及びその生育環境を含む。)に関する被害が生ず

ることをいう。 

(市民の役割) 

第 3 条 市民は、良好な環境を損なうことのないように、日常生活において、自

ら進んで環境への負荷の低減に努めるとともに、市が実施する良好な環境の保

全及び創造に関する施策に積極的に協力するものとする。 

(事業者の役割) 

第4条 事業者は、この条例の趣旨を尊重し、その事業活動を行うに当たっては、

これに伴って生じるばい煙、汚水、廃棄物等の処理その他の公害を防止し、又

は自然環境を適正に保全するための必要な措置を講ずるものとする。 

2 前項に定めるもののほか、事業者は、その事業活動に関し、自ら進んで環境

への負荷の低減に努めるとともに、市が実施する良好な環境の保全及び創造に

関する施策に協力するものとする。 

(市の役割) 

第 5 条 市は、良好な環境を保全及び創造するために、市民の意見を尊重して基

本的かつ総合的に環境施策を実施するものとする。 

 

第 2 章 良好な環境の保全及び創造に関する基本的施策 

 

(施策の基本方針) 

第 6 条 市は、良好な環境の保全及び創造に関する施策を策定し、及びこれを実

施するに当たっては、次に掲げる事項の確保を目指して、総合的かつ計画的に

行うものとする。 

(1) 人の健康が保護され、及び生活環境が保全され、並びに自然環境が適正に

保全されるよう、大気、水、土壌その他の環境の自然的構成要素が良好な状態

に保持されること。 
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(2) 生態系の多様性の確保、野生生物の種の保存その他の生物の多様性の確保

が図られるとともに、原野、森林、農地、水辺地等における多様な自然環境が

体系的に保全されること。 

(3) 人と自然との豊かな触れ合いが保たれること。 

(4) 身近な緑と水辺及び優れた景観の保全及び創造、歴史的文化的資源の活用

等により、安らぎと潤いのある環境が保全され、及び創造されること。 

(環境基本計画) 

第 7 条 市長は、良好な環境の保全及び創造を図るために必要な基本となる指針

を策定し、これに基づき、当該施策の計画的実施に努めるものとする。 

2 市長は、各地域における環境の自然的社会的特性を明示し、環境施策を総合

的かつ計画的に実施及び推進するための基本的な計画(以下「環境基本計画」と

いう。)を策定するものとする。 

3 市長は、環境基本計画の策定に当たっては、三沢市環境審議会の意見を聴い

て定めるものとする。 

(施策の策定等に当たっての配慮) 

第 8 条 市は、環境に影響を及ぼすと認められる施策を策定し、及びこれを実施

するに当たっては、環境基本計画との整合を図るとともに、良好な環境の保全

及び創造について配慮するものとする。 

(市の指導) 

第 9 条 市は、良好な環境の保全及び創造のため必要があると認めるときは、事

業者及び市民に対し、公害防止及び自然環境の適正な保全、環境影響評価、そ

の他環境の保全上の支障を防止するための指導、助言を行うものとする。 

2 市は、前項の指導、助言を行ったときは、必要な報告を求めることができる

ものとする。 

(資源の循環的な利用等の促進) 

第 10 条 市は、環境への負荷の低減を図るため、市民及び事業者による資源の

循環的な利用、廃棄物の減量及び再生資源その他の環境への負荷の低減に資す

る原材料、製品、役務等の利用(以下「資源の循環的な利用等」という。)が促

進されるよう必要な措置を講ずるものとする。 

2 市は、市の施設の建設及び維持管理その他の事業の実施に当たっては、資源

の循環的な利用等に率先して努めるものとする。 

(環境教育等の振興) 

第 11 条 市は、環境教育及び環境学習の振興、広報活動の充実により、市民及

び事業者が良好な環境の保全及び創造についての理解を深めるとともに、環境

保全活動が促進されるよう必要な措置を講ずるものとする。 

(情報の提供) 

第 12 条 市は、環境教育及び環境学習の推進、広報活動の充実並びに環境保全

活動が促進されるよう個人及び法人の権利利益の保護に配慮しつつ環境の状況
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その他、良好な環境の保全及び創造に関する必要な情報を適切に提供するもの

とする。 

(環境調査) 

第 13 条 市は、環境の状況を把握し、並びに良好な環境の保全及び創造に関す

る施策を適正に実施するため必要な調査及び研究を実施するとともに、環境に

関する情報の収集及び整備に努めるものとする。 

(協定の締結) 

第 14 条 市長は、公害防止、自然環境の適正な保全及び快適な環境の確保等の

ために必要があると認めるときは、事業者及び市民と協定を締結することがで

きる。 

2 事業者及び市民は、市長が協定の締結について協議を求めたときは、これに

応じるものとする。 

3 協定を締結した事業者及び市民は、当該協定を遵守しなければならない。 

(県及び他の地方公共団体との協力) 

第 15 条 市は、広域的な取組が必要とされる良好な環境の保全及び創造に関す

る施策を策定し、及びこれを実施するに当たっては、県及び他の地方公共団体

と協力して、その推進に努めるものとする。 

(助成等の措置) 

第 16 条 市は、良好な環境の保全及び創造に関する施策を推進するために必要

があると認めるときは、助成その他の必要な措置を講ずるものとする。 

 

第 3 章 地球環境の保全に関する施策 

 

(地球環境問題への取組) 

第 17 条 市は、地球環境のあり方を自らの問題としてとらえ、地球環境の保全

に関する施策を長期的に推進するものとする。 

 

第 4 章 三沢市環境審議会 

 

(三沢市環境審議会) 

第 18 条 環境基本法(平成 5 年法律第 91 号)第 44 条の規定に基づき、三沢市環

境審議会(以下「審議会」という。)を置く。 

2 審議会は、市長の諮問に応じ良好な環境の保全及び創造に関する施策の基本

的事項を調査審議する。 

3 審議会は、良好な環境の保全及び創造に関する施策について、市長に意見を

述べることができる。 

(組織及び委員の任期) 

第 19 条 審議会は、委員 17 人以内で組織する。 

javascript:void%20window.open('fng04_hon_dsp2.exe?PAGE=0&UTDIR=D://EFServ//ss00000967//misawa&TID=1&SYSID=102357&FNM=D://EFServ//reiki//honbun//7700100004180401h.html&INF=D://EFServ//ss00000967//misawa//ilt_inf_00001368&LINK=TOP&HSW=1&RTOH=1','_blank')
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2 委員は、次の各号に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(1) 学識経験のある者 

(2) 地域代表者 

(3) 公共的団体の代表者 

(4) 関係行政機関の職員 

3 委員の任期は、2 年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期

間とする。 

(会長) 

第 20 条 審議会に会長を置く。 

2 会長は、委員の互選により定める。 

3 会長は、審議会を代表し、議事その他会務を総理する。 

4 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、会長があらかじめ指名す

る委員がその職務を代理する。 

(会議) 

第 21 条 審議会の会議は、会長が招集し、会長がその議長となる。 

2 審議会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

3 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは会長の決する

ところによる。 

(委任) 

第 22 条 この条例に定めのあるもののほか、審議会に関し必要な事項は、市長

が定める。 

附 則 

(施行期日) 

1 この条例は、平成 11 年 11 月 1 日から施行する。 

(経過措置) 

2 この条例の施行後最初に委嘱される審議会の委員の任期は、第 19 条第 3 項

の規定にかかわらず、平成 13 年 3 月 31 日までとする。 

(三沢市公害対策審議会条例の廃止) 

3 三沢市公害対策審議会条例(昭和 47 年三沢市条例第 16 号)は、廃止する。 

(特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正) 

4 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例(昭和 31 年三

沢市条例第 17 号)の一部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 
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 三沢市環境審議会名簿 

 

 氏名 役職名 備考 

１ 西 村 盛 男  三沢市議会議員  

２ 舩 見 亮 悦  三沢市議会議員  

３ 瀬 崎 雅 弘  三沢市議会議員  

４ 樋 口 茂 樹  三沢地区医師会副会長  

５ 伊 藤 博 次  青森県薬剤師会上十三支部長  

６ 相 場   博  （一社）青森県建築士会三沢支部  

７ 堀   利 也  三沢市商工会理事  

８ 門 上   馨  三沢市漁業協同組合代表理事組合長  

９ 冨 田 玲 子  おいらせ農業協同組合女性部長  

10 新 堂 政 登  三沢市農業委員会会長  

11 川 畑 好 弘  三沢市連合町内会会長  

12 沼 田 勝 美  北三沢土地改良区理事長  

13 赤 平 博 文 
 国土交通省高瀬川河川事務所 

 小川原湖出張所長 
 

14 齋 藤 輝 夫  三八地域県民局環境管理部長  
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